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論 文

食に関する指導の目標を取り入れた総合的な学習の
時間の単元プラン作成を通して、

教職課程（栄養教諭）の学びを深める指導の在り方
伊 藤 京 子

A Study on the way of teaching to deepen learning in the teacher course
-Through the creation of unit plans of the period for integrated studies that

incorporate the objective of instruction related to meals-

Kyoko ITO

【要 旨】
本研究は、別府大学短期大学部食物栄養科の教職課程（栄養教諭）履修者が、高校生の

昼食について考えることを題材とした中学校第３学年を対象とした「総合的な学習の時間」
の単元プランを作成する活動を通して、教職課程コアカリキュラムに定めている内容の修
得促進や新学習指導要領等で求められている「主体的・対話的で深い学び」「教科横断的
な指導」等についての学びを深める取組である。単元プランの計画を作り、そのプランを
評価し改善するといった活動をすることで、総合的な学習の時間の指導法や学校栄養指導
論、栄養教育実習指導等の教職科目への理解促進が図られたとともに、これからの学校現
場で求められている授業実践力に繋がることが示唆された。

【キーワード】
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１．はじめに

（１）現状
食育基本法が平成１７年に施行され、学校や保

育所等における食育の推進や役割が示された。
また平成１６年の学校教育法の一部改正により栄
養教諭制度ができ、平成１７年４月から栄養に関
する専門性と教育に関する資質を持ち併せる栄

養教諭の配置が始まった。（大分県においては
平成１９年度から配置開始）また、平成２０年に学
校給食法の大幅な改正がなされ学校給食の目的
に「学校における食育の推進」が明記された。
このように法律が整備され食育の推進体制がで
きた。
本県においては、配置開始の平成１９年度は７

名であった栄養教諭の数が令和２年度には５２名
（文部科学省栄養教諭の配置状況１））となり、
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その専門性を生かした食育の取組が実施されて
いる。
具体例として２つ上げてみる。１つ目は、平

成２６年度から２８年度に大分県教育委員会が実施
した「栄養教諭を活用した食育推進事業」の推
進地域の取組報告２）から各地域や学校で着実に
食育推進が図られていることが分かる。２つ目
は平成２９年度同じく県教委が実施した「スクー
ルヘルスアップ事業」において、栄養教諭・養
護教諭、体育専科教員等が連携して児童生徒の
健康課題解決への取組がなされ、事業報告書３）

ですばらしい成果を上げている。
このようなことから学校現場は食育の中核的

役割を担い学校・家庭・地域と連携をして計画
的に継続して食に関する指導を実践することの
できる資質を備えた栄養教諭を求めているとい
えるであろう。本学食物栄養科では今現在令和
２年度入学生は１０名、令和３年度入学生は６名
の者が栄養教諭免許取得を目指して学習をして
いるが、栄養教諭養成機関としてその職責を果
たせることのできる栄養教諭の力を養うための
取組を検討していく。

（２）平成３１年度からの教職課程のカリキュラ
ム改正について

教職課程のカリキュラム改正の中で、栄養教
諭教職課程の科目では「チーム学校への対応」
「学校と地域との連携及び学校安全への対応」
「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒
に対する理解」「カリキュラムマネジメント」
「総合的な学習の時間」が追加されたことが主
な変更点である。（教育職員免許法・同施行規
則の改正及び教職課程コアカリキュラムについ
て４））このコアカリキュラムに沿って、これか
らの教育を担うにふさわしい資質の高い栄養教
諭の育成が求められているといえよう。

２．食に関する指導の手引―第二次改訂版―に
ついて

平成１９年３月に文部科学省から「食に関する
指導の手引」５）が発行された。当時筆者はこの

手引きをもとに食に関する全体計画作成等、学
校における食に関する指導の在り方を模索し、
所属校や市教委の担当者とともに立案をして指
導を実施してきたが、全国的に見てもそうだっ
たであろうと考えられる。平成２０年の学習指導
要領の改訂を踏まえこの手引は平成２２年に第一
次改訂版６）が出された。そして平成２９年の学習
指導要領の改訂を踏まえ平成３１年に第二次改訂
版７）が出された。
この手引中に新学習指導要領における食育の

位置づけや指導について次のように書かれてい
る。
「平成２０年に告示された小学校、中学校の学

習指導要領総則及び平成２１年に告示された高等
学校、特別支援学校の学習指導要領総則に「学
校における食育の推進」が初めて位置付けられ
ました。平成２９年に告示された小学校、中学
校、特別支援学校小・中学部の学習指導要領総
則に、「学校における食育の推進」がこれまで
以上に明確に位置付けられ、小学校、中学校で
は、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な
学習の時間等が加えられました。（第１章第４
節の２から一部抜粋）」
また、第４章第１節１（２）「主体的・対話

的で深い学び」の視点からの授業改善の箇所に
は、「食育の視点」で例示された三つの柱に沿っ
た資質・能力を踏まえ「何ができるようになる
か」を意識した指導が求められます。育成を目
指す資質・能力を確実に育成していくため、関
連する教科等の特性を踏まえた見方・考え方を
適切に働かせているかなど、主体的・対話的で
深い学びの視点からの授業改善を進めていくこ
とが重要です。と書かれており、これからの教
科等における食に関する指導はその教科等の目
標や特徴や内容を把握し、食育の目標・視点
〈図１・２〉のどこを目指すか明確にする必要
がある。



Bulletin of Beppu University Junior College，４１（２０２２）

― ３ ―

〈図１〉食に関する指導の目標
（食に関する指導の手引き 第二次改訂版より）

〈図２〉食育の視点
（食に関する指導の手引き 第二次改訂版より）

３．総合的な学習の時間と食に関する指導及び
栄養教諭について

（１）小・中学校学習指導要領８）から
新井９）らは、２０１７年小・中学校学習指導要領

における「総合的な学習の時間」と食に関する
指導の要点を２つあげている。
〇１点目（一部抜粋）
１点目は、総則の第１章第１の２の（３）に

おいて、学校における食育を推進する科目等
が、２００８年度改訂と同様に示されたが、２０１７年
改訂で初めて「総合的な学習の時間」が明記さ
れたことである。この背景として、直接的には
２０１７年改訂の「学習指導要領 解説 総合的な
学習の時間編」の第１章２（２）改訂の要点に
おいて、「探究的な学習の過程を一層重視し、
各教科等で育成する資質・能力を相互に関連付
け、実社会・実生活の中で総合的に活用できる
もの…」とされ、食育がこの取り組みにふさわ
しいと考えられたことによる。
〇２点目（一部抜粋）
２点目は、２０１７年改訂の「学習指導要領 解

説 総合的な学習の時間編」において、「総合
的な学習の時間」の実践を支える運営体制の重

要性を示す中で、校内分担例として、「栄養教
諭：食育に関わること」が例示されたことであ
る。
この２点目の「栄養教諭」については、「中

学校学習指導要領（平成２９年告示）解説総合的
な学習の時間編」１０）において具体的に記載され
ている箇所を他にも取り出してみる。
・第４章第２節（６）から一部抜粋：全教師
が一体となって組織的に指導に当たること
が求められる。このことは横断的・総合的
な学習を行うことなどのこの時間の目標か
らも明らかである。そのためには同学年や
異学年の教師が協動で計画や指導に当たる
ことはもちろん，校長，副校長，教頭，養
護教諭，栄養教諭，講師などもこの時間に
関わる体制を整え，全教職員がこの時間の
学習活動の充実に向けて協力するなど，学
校全体として取り組むことが不可欠であ
る。

・第９章第２節２の（１）から一部抜粋：校
内で養護教諭や栄養教諭，司書教諭等も含
め，教師の特性や教科等の専門性に基づ
き，生徒の質問や相談に応じたり直接指導
したりする仕組みを整えておくことが欠か
せない。

このように「栄養教諭」の関わり方が示され
ている。

（２）現状
令和２年１２月に大分県内の栄養教諭を対象

に、どの教科等で授業に参画しているかアン
ケートを実施した。（回答率５７．７％ ３０名）結
果は学級活動９６．６％、家庭科（技術家庭科）
８２．８％、体育科（保健体育科）６９．０％、生活科
４１．４％、社会科２４．１％、総合的な学習の時間
２４．１％、理科３．４％であった。総合的な学習の
時間での参画は学級活動等と比較すると少な
い。取り組んだ内容では「米作り」「お弁当の
日」などがあげられていた。しかしこれまでに
述べたように、新学習指導要領、食に関する指
導の手引の内容に沿って今後、参画する機会が
増えると期待している。



別府大学短期大学部紀要 第４１号（２０２２）

― ４ ―

児童生徒側の受け止めとして参考になると考
え、令和３年度入学の本学食物栄養科学生４２名
を対象に小中学校において食に関する指導を受
けたことがあるかの調査を実施した。小学校で
は７１．４％の者が中学校では６１．９％の者が「教科
等における授業時間、給食時間または集会活動
時に受けた」と回答した。
どの教科等で栄養教諭から指導を受けたかと

いう質問に対しては小中ともに１位家庭科（技
術家庭科）、２位総合的な学習の時間、３位学
級活動であった。

４．目的と方法

（１）設定
栄養教諭養成機関として、求められている資

質能力を持った栄養教諭を育成していく必要が
あるが、まず「主体的・対話的な深い学び」と
「教科横断的な指導」ついて学生の理解を深め
る取組を行うことにした。その方法としてこれ
まで述べてきたことから、食に関する内容を取
り入れた総合的な学習の時間の単元プランの作
成を行うことにした。食に関する指導の目標に
結びつく１つの探究課題を設定し、単元プラン
作成を考える活動を行えば、そのプロセスを通
じて理解が深まるであろうと考えたからであ
る。対象は令和２年度本学食物栄養科入学生で
教職課程（栄養教諭）履修者とした。

（２）総合的な学習の時間に対する学生の意識
令和２年１２月に本学食物栄養科の令和元年度

入学生と２年度入学生の中で栄養教諭免許取得
を目指している者を対象（１８名）に、自分たち
が小中高校時代に経験した総合的な学習の時間
について調査した結果、小学校のときの経験を
回答できたのは約３割で、内容は米作り、ボラ
ンティア活動、町探検であった。中学校のとき
の経験を回答できたのも約３割で内容は職場体
験、性教育や食育であった。記憶に新しいであ
ろう高校になると４割と増え、内容も進路につ
いての調べ学習、インターシップ保育、地元大
学生との学び、地元の海を守ろうプロジェク

ト、新聞の有効な活用方法といったより具体的
な内容を記載していた。学校によっては独自の
授業名で実施していることも予想されるので
「総合的な学習の時間」と限定して聞いたこと
で数値が低かったのかもしれない。
同じく「総合的な学習の時間に食を取り上げ

るとどんな効果が期待できるか」の質問に対し
ては、食に興味関心を持ってもらえる、朝食摂
取率が上がる、栄養バランスの大切さが分か
る、食に関することが身につく、食品を選択す
る能力がつく、給食の残食率が減少する、食は
多くの児童生徒が関心を持つため授業に集中す
るといった回答があり、総合的な学習の時間と
食に関する指導を結び付けるイメージは描けて
いると思われた。

（３）指導計画の作成にあたって
総合的な学習の時間にはまず全体計画が必要

なので、全体計画は、大分県教育委員会の「【中
学校】総合的な学習の時間の全体計画例（令和
２年１１月２６日公開）」１１）を参考にし、単元計画は
「小学校単元プラン例（高学年）（令和元年９
月１９日更新）」１２）を元に表を作りこれからの作業
についてイメージを持たせた。探究課題は、食
に関する指導の手引―第二次改訂版―第４章の
７総合的な学習の時間（３）イ【中学校】①の
健康を考えた食生活と高校生の昼食の在り方
（食，健康）：「高校生に向けての昼食（高飯）
やサラリーマンの昼食（サラメシ）を考えよう」
を参考にすることにした。〈図３〉

（４）倫理的配慮
総合的な学習の時間の指導法と学校栄養指導

論（食に関する指導分野）におけるアセスメン
トシート記入時に本取組の趣旨、個人情報の保
護、成績評価等には不利益が生じないことを口
頭で説明した。

（５）単元プラン作成の進め方
１）事前自己評価
総合的な学習の時間の指導法と学校栄養指導

論（食に関する指導分野）におけるアセスメン



Bulletin of Beppu University Junior College，４１（２０２２）

― ５ ―

トシート〈表１〉を作成し学生に自己評価をし
てもらった。結果から、これまでの授業を通し

て両分野に関して概ね理解できていると捉えて
いる学生が多いことが分かった。また、総合的
な学習の時間の指導法での評価が高い者が食に
関する指導でも評価が高かった。総合的な学習
の時間で「主な学習活動や単元の課題事例を作
成することができる。」では「できる」「ややで
きる」を合わせると１００％、食に関する指導で
「学級活動以外の教科等における食に関する指
導で、食育の視点を取り入れた指導案及び教材
作成ができる。」では８０％であり本取組が可能
であると判断した。

２）単元作成時のウォーミングアップ
まず単元作成に当たり、探究課題への関心を

高めるため「高飯プロジェクト」と名付けた。
そして総合的な学習の時間の単元作成のイ

メージがつかみやすいように、まず学生に中学
校３年生の立場になってもらい、高校生になっ

項 目
とても
できる
％

できる
％

やや
できる
％

あまり
できない
％

できない
％

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

総合的な学習の時間の３つの目標が分かる。 ９０ １０

探究的な学習、横断的・総合的な学習について説明できる。 １０ ８０ １０

よりよく課題を解決する方法をいくつかあげることができる。 １００

総合的な学習の時間の評価の観点を理解している。 １０ ８０ １０

総合的な学習の時間の評価方法を理解している。 １０ ８０ １０

総合的な学習の時間の年間指導計画作成にあたって、配慮する点を理解している。 １０ ８０ １０

課題設定、単元計画にあたって配慮する事項を理解している。 ９０ １０

主体的・対話的な学びについて理解している。 ２０ ７０ １０

主な学習活動や単元の課題事例を作成することができる。 ２０ ８０

学
校
栄
養
指
導
論
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導

食に関する指導の３つの目標が分かる。 ３０ ６０ １０

食育の視点６つが説明できる。 １０ ３０ ５０ １０

給食時間に行われる食に関する指導について理解している。 ３０ ７０

教科等における食に関する指導の評価方法を理解している。 １０ ８０ １０

食育の視点に関しての評価方法を理解している。 １０ ７０ ２０

食に関する指導の全体計画・年間計画の必要性を理解している。 １０ ９０

食に関する指導の年間計画の内容を理解している。 １０ ９０

食に関する指導の全体計画・年間計画作成にあたっての栄養教諭の役割を理解している。 １０ ９０

学級活動における食に関する指導で、食育の視点を取り入れた指導案及び教材作成ができる。 １０ ８０ １０

学級活動以外の教科等における食に関する指導で、食育の視点を取り入れた指導案及び教材作成ができる。 １０ ７０ ２０

〈図３〉探究課題
（食に関する指導の手引き 第二次改訂版より）

〈表１〉総合的な学習の時間の指導法と学校栄養指導論（食に関する指導分野）におけるアセスメントシー
ト（自己評価）（数字は％）
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たらどんな昼食が想定されるか複数案を出さ
せ、その中から、「家から持参するお弁当」「コ
ンビニ等で買う昼食」の２つに絞りそれぞれの
メリット・デメリットを話し合った。
【結果と考察】
中学校３年生の立場を想定したものの、栄養

学等を学んでいる者として、多方面から高校生
の昼食について考えることができ、大変活発に
意見交換がなされ、〈図４〉のような表を作成
することができた。この活動はとても有効であ
り、この後に行う単元作成の一部分にこの手法
を持ってくる学生が多く見られた。

３）小単元のめあての作成
単元名と単元の目標は先にも述べたように食

に関する指導の手引―第二次改訂版―を参考と
し、次の通りに決定した。
単元名 「高校生に向けての昼飯高飯プロ

ジェクト」を考えよう
単元目標「来年度になれば多くのものが昼食

を各自で準備しなければならなく

なると予想される。そこで学校給
食の振り返りと今後の昼食の在り
方を考える活動を通して、自分た
ちにできる昼食の具体案を情報発
信しようとする態度を育てる」
（全３０時間）

まず３つの小単元のめあての作成に取り組ん
だ。全員作成は初めてのことなので戸惑いやど
う書いていいのか分からないことが予想され
た。そこで他者の意見を参考にしながら考え、
自分の意見と比較ができるように、全員が共有
できるスプレッドシートに書き込む方法をとっ
た。
【結果と考察】
なかなか取り掛かることができない様子が見

られたが、最初の３人が書き込みを終えた辺り
から、続々と書き込み始めた。そして最終的に
１０の案ができあがった。（表２に一部紹介）
この方法は、他者の考えを参考にできるので

進めやすいが似たような計画が数点見られた。
しかし独自性があり興味がある内容のものも見

〈図４〉お弁当のメリット・デメリット等のまとめ
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られ、次のステップへの関心度が高まった。

４）小単元１～３の計画の作成
「課題設定」「情報収集」「整理分析」「まと

め・表現」「振り返り」の計画作成に取り組ん
だ。作成済の１０のめあての中から各自自由に１
案を選択し（必ずしも自分の作成したものでな
くても良いこととした）各自で既習事項や図書
やインターネットで事例を検索し参考にするな
どして作成した。「給食との比較」「最終的に高
飯についての情報を何らかの形で情報発信す
る」を共通目標とし、それ以外は自由とした。
総合的な学習の時間についての計画には地域

や学校の実態把握をしなければならないので地
域は別府大学周辺としたが学校の実態までの設
定はしなかった。
計画作成過程は、小単元のめあて作成時のよ

うなオープン形式にはしないで筆者と学生個人
とのスプレットシートにし、期間を２週間と設
定し、記入と添削を繰り返しながら進めていっ
た。
【結果と考察】
作成当初はほぼ全員に次のような問題点が

あった。
・冒頭から教師側が課題を提示してしまい、生
徒から疑問が生まれない。

・情報収集の範囲が校内のみで狭い。
・他人ごとのようになっていて生徒が主体的に
活動する場がない。

・地域の人材や物が活用されていない。
・目的にあったまとめ方ができていない。
・小単元１から３までの関連性が見えない。
学生が記入したシートに筆者がアドバイスを

行い、シート内に質問が書いてあれば回答を記
していった。それを見ながら学生が修正をして
いく形をとったが同じ時間にシートを閲覧する
事もあり、リアルな意見交換もできた。少ない
者で４回、多い者で８回程度添削を繰り返しな
がら作成をした結果１０名中７名が完成すること
ができた。
完成できなかった者に聞き取りをしたとこ

ろ、指導案作成は１つの課題解決を考えればよ
いが単元計画となると学習内容をどのように広
げていけばよいか分からず完成に至らなかった
との回答を得た。
机上の計画であったこと、学校が実在しない

こと、そして全員が初めて行った作業であった
ため最初は戸惑いがあったが、個人指導のやり
取りで少しずつ進みだし、単元の体裁を整えて
いくことができた。

５）単元計画の見直し
総合的な学習の時間の重要なポイントは生徒

自身の学びの内容と質である。そこで自分たち
の立てた計画に沿って授業を実施したと仮定し
た場合、生徒が主体的に追求できるか、探究的
な学習ができるかどうか学生が評価を行った。
学生に中学校３年生の立場になったと想定さ

せて〈表３〉の項目に沿って２～３人のグルー
プになり２案ずつ検討して５段階で評価をし
た。
【結果と考察】
評価が高かった項目は「自分の意見と他者の

意見を比較しながら課題を見つけることができ
ますか」「クラスのみんなと協力しあって情報
収集ができる内容ですか」「自分の身近な人々

高飯プロジェクト みんなの考え（集約） １０の案

１

【小単元１のめあて】昼食は給食派 or お弁当派のメリット・デメリットを上げ意見をまとめよう。

【小単元２のめあて】作る側の視点になり、実際にお弁当を作ってみよう。

【小単元３のめあて】自分たちで整理した考えを発信しよう。

２

【小単元１のめあて】地域の高校を訪問し高校生の昼食について調査し、高校生のお弁当と学校給食と比較してみよう。

【小単元２のめあて】小単元１で勉強したことをもとに、食生活改善推進委員（ヘルスメイト）さんと一緒にMyお弁当を考えてみよう。

【小単元３のめあて】ヘルスメイトさんと考えたＭｙお弁当メニューをみんなと協力してレシピ集を作って家庭や地域の方に配布しよう。

〈表２〉単元のめあて（案）
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や地域を活用できる内容ですか」「学校・家
庭・地域と幅広い人々と繋がることができる活
動ですか」であり、評価が低かった項目は「次
の単元に繋げることができる振り返りとなって
いますか」「さらに発展させていこうという見
通しが立てられそうですか」であった。
評価の低い項目は学生にとっては聞きなれな

い言葉であり質問内容その物が難しく、採点基
準が分からなかったことも原因の１つだと思わ
れる。
初めて自分たちで作成した単元について自分

たちで評価をしたが、具体的に出された意見に
は、「まとめ方が分かりづらい」「市役所とのパ
イプ役は誰がしてくれるのか」「市役所に行く
必要があるのか」「校内だけでは広がらない」
「ネットで調べるだけでは力がつかない」「高
校生のお弁当調べはプライバシー保護の観点か
らいいのか」「インパクトのあるパンフレット
は手書きがいいのでは」など中学生目線の内容
が多かった。これは実現可能な計画を立てたい
という思いが根底にあるようであった。その評
価を元に内容をどう修正していったらよいか全
員で意見交換をした。対立する意見、折衷案等
が出され積極的な意見交換をする中で、単元計
画作成にはどのようなことに留意すればよい
か、どのような活動を取り入れれば生徒が意欲
を持って学びに向かえるのかについてわずかで
も理解が深まったと思われる。
この時間は学生同士が運営する型となり、こ

うした学び合いの場が総合的な学習の時間に求
められていると感じたようであった。

６）各教科との関連性
参考にした全体計画・年間計画は実際にこの

計画を行う学校ではないことと、３年間どの教
科でどの内容の学びをしていくかの押さえがで
きていないことから他教科との関連性を考える
作業は厳しいと考えたが、「関係のありそうな
教科をイメージしてみる」という発問にして教
科を当てはめていった。方法は全員でスプレッ
トシートを共有し進めた。自分たちが中学生の
頃の記憶から、または中学校での３週間の教育

実習（中学校家庭科履修者）を終えていた者は
その経験からシートに記入していった。
【結果と考察】
技術家庭科：【家庭分野】「献立作成」「栄養

１ 課題の設定

これから直面する自分の問題として
捉え、意欲を持って取り組むことが
できますか。

自分の意見と他者の意見を比較しな
がら課題を見つけることができます
か。

見通しを持った計画を積極的に立て
ることができますか。

２ 情報収集

目的に応じた情報収集ができます
か。

クラスのみんなと協力しあって情報
収集ができる内容ですか。

考えた収集方法は、興味関心を持っ
て積極的に取り組むことができます
か。

自分の身近な人々や地域を活用でき
る内容ですか。

３ 整理・分析

記載されている整理分析内容は具体
的にイメージできますか。

今まで学習してきた内容が生かせる
場がありますか。

４ まとめ・表現

課題に対してのまとめになっていま
すか。

今まで学習してきた内容が生かせる
場がありますか。

５ 振り返り

次の単元に繋げることができる振り
返りとなっていますか。

今後の生活に役立てようとする振り
返りができますか。

さらに発展させていこうという見通
しが立てられそうですか。

６ 全体を通して

ワクワクする活動ができそうです
か。

クラス全体で一致団結して目的に向
かって活動できそうですか。

学校・家庭・地域と幅広い人々と繋
がることができる活動ですか。

７ 食育の視点

食事の重要性

心身の健康

食品を選択する能力

感謝の心

社会性

食文化

〈表３〉単元チェック項目
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素」【技術分野】「個人情報の扱い方」「パソコ
ン技術」 保健体育科：【保健分野】「自分たち
の健康」「生活習慣病」 社会科：「地域を知る」
数学科：「グラフ」 国語科：「見出し」「紹介
文」「要点をまとめる」 美術科：「特徴を捉え
たイラスト」「色彩」「ポスター」といった案が
出された。抽象的な内容であったが、１つ意見
が出ると連鎖的に閃く者もおり、「本当にいろ
いろな教科と結び付けられる」「自分たちが分
からないだけでもっとあると思う」といった声
が上がった。しかし「こんな簡単なものではな
いのでは」「正解が分からない」といった厳し
い発言もあった。この活動も学生主体で話し合
いが行われたが、状況を考えると限界もあり難
しいと感じた。

５．この活動を通しての成果と考察

（１）振り返りシート
学生に具体的に学んだことを記述方式で記入

もらった。単元作成の過程で学んだことや全体
を通して身についた力についての記述を上げて
みる。
・総合的な学習の時間は１つのテーマから広げ
られて多くの教科に関連していることを学ん
だ。

・小単元や課題の設定など順を追ってまとめて
いく過程を学んだ。

・中学校で習う全ての授業を活用して総合的な
学習の時間を完成させるのは授業の先生だけ
でなく地域の方々の協力がとても大切だと
思った。

・総合的な学習の時間の単元作成や授業計画
は、絶対に１人の力ではできないと思った。
自分からは思いつかない新たな視点や、さら
に良い意見や、自分の矛盾点、考え方の言語
化などが１人の力では不可能であるため、他
者と協力し合い、意見交換を議論し合うこと
でさらに良い学習内容となっていくことが分
かった。

・PDCAサイクルの重要さが分かった。振り
返ってどの点がおかしかったか、どの点が分

かりづらかったかなどを明確化することでさ
らに良いものとなっていくことを学んだ。

・どんな手順で、単元を作成していくのかが分
かり、指導案だと１つの授業だけのことだ
が、年間を通じた計画を考えるために様々な
ことを調べないといけないことが分かった。

・他人の考えを評価する力や自分の意見を発表
する力を身につけることができた。

・授業を受ける対象者の立場に立った上で考え
るという力が身についた。

・小単元や課題、情報収集といった細かく分け
た作業をどのようにするかなど、考えること
ができるようになった。

・教科横断的に見る視点が見えてきた。

単元作成の過程で難しかったことについては、
・計画を見直したとき、活動が有効的であるか
流れがおかしくなっていないか等を考えるこ
と。

・個人のプライバシー等の線引きを考えなくて
はいけないのだが、どこまで踏み込んでいい
のか。

・次の過程へ繋がりを持たすのが難しく、ひと
ひとつの過程がバラバラになってまとまりが
悪くなる。

・他の教科との繋がりをどう持たせていくか。
などが上げられた。

作成過程全体を通しての感想は
・他教科との横断的な学習など、どの内容がど
の教科にあたるかなど、とらえ方が難しかっ
た。

・授業の全体計画の立て方をもう一度振り返っ
て、理解しなおさないと、実際に立てること
になった時に混乱してしまいそうな気がす
る。

・他の人が作成したのを見て、自分が考えたの
とは違い、色々な視点から、作成ができるこ
とが分かり勉強になった。

・教員になったらやりたい内容だと思った。
・難しかったが、教員になったらこのような全
体計画を立てることが必要になるだと思っ
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た。
・実際に高飯プロジェクトをすることになった
ら、指導方法や使用媒体について詳しく考え
たいと思った。

・もしこの単元が実現すると中学生がどんな感
じで授業が進んでいくのか楽しみである。

といった内容が書かれていた。

（２）アセスメントシートの結果
総合的な学習の時間の指導法と学校栄養指導

論（食に関する指導分野）におけるアセスメン
トシートの第２回目の自己評価の結果は表４の
通りである。
「ややできる」から「できる」の％を見てみ

ると、総合的な学習の時間の指導法では「より
よく課題を解決する方法をいくつかあげること
ができる」「総合的な学習の時間の年間指導計
画作成にあたって、配慮する点を理解してい

る」「課題設定、単元作成にあたって配慮する
事項を理解している」の項目が４０ポイント上昇
と高かった。食に関する指導では「食に関する
全体計画・年間計画作成にあたっての栄養教諭
の役割を理解している」の項目が５０ポイント上
昇と高かった。

（３）振り返りシートとアセスメントシートの
結果から

学生は積極的に取り組み少しでも総合的な学
習の時間について学ぼうと単元作成を進めてい
たことが分かる。「総合的な学習の時間の指導
法及び学校栄養指導論で得た知識」と「栄養教
諭実習指導で行った指導案作成と模擬授業」を
拠り所として、ワンステップずつ段階を踏んで
高飯プロジェクトの単元計画を最終的に２案作
成した。〈表５ １／２案〉
生徒が興味関心を持ち意欲的に動くことがで

項 目
とても
できる
％

できる
％

やや
できる
％

あまり
できない
％

できない
％

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

総合的な学習の時間の３つの目標が分かる。 ３０ ７０

探究的な学習、横断的・総合的な学習について説明できる。 ４０ ６０

よりよく課題を解決する方法をいくつかあげることができる。 ４０ ６０

総合的な学習の時間の評価の観点を理解している。 ２０ ８０

総合的な学習の時間の評価方法を理解している。 ３０ ７０

総合的な学習の時間の年間指導計画作成にあたって、配慮する点を理解している。 ５０ ５０

課題設定、単元計画にあたって配慮する事項を理解している。 ４０ ６０

主体的・対話的な学びについて理解している。 ３０ ６０ １０

主な学習活動や単元の課題事例を作成することができる。 ３０ ７０

学
校
栄
養
指
導
論
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導

食に関する指導の３つの目標が分かる。 ５０ ４０ １０

食育の視点６つが説明できる。 ２０ ２０ ６０

給食時間に行われる食に関する指導について理解している。 ４０ ５０ １０

教科等における食に関する指導の評価方法を理解している。 ４０ ５０ １０

食育の視点に関しての評価方法を理解している。 ５０ ５０

食に関する指導の全体計画・年間計画の必要性を理解している。 ５０ ５０

食に関する指導の年間計画の内容を理解している。 ５０ ５０

食に関する指導の全体計画・年間計画作成にあたっての栄養教諭の役割を理解している。 ６０ ４０

学級活動における食に関する指導で、食育の視点を取り入れた指導案及び教材作成ができる。 ３０ ７０

学級活動以外の教科等における食に関する指導で、食育の視点を取り入れた指導案及び教材作成ができる。 ３０ ７０

〈表４〉総合的な学習の時間の指導法と学校栄養指導論（食に関する指導分野）におけるアセスメントシー
ト（自己評価）第２回目（数字は％）
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【
小
単
元
１
の
め
あ
て
】
学
校
給
食
と
お
弁
当
は
、
ど
ち
ら
が
人
気
？
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
合
わ
せ
て
整
理
し
よ
う
。

【
課
題
の
設
定
】

【
情
報
収
集
】

【
整
理
分
析
】

【
ま
と
め
・
表
現
】

【
振
り
返
り
】

小
単
元
１

１０
時
間

高
校
生
に
な
っ
た
ら
給
食
が
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
小
学
校
か
ら
約
９
年
間
食
べ
て
き

た
給
食
を
振
り
返
り
、
給
食
と
お
弁
当
の
ど

ち
ら
が
人
気
な
の
か
？

自
分
た
ち
だ
け
な
く
家
族
や
先
生
の
意
見

も
踏
ま
え
、
お
弁
当
と
給
食
の
人
気
か
ら
高

校
生
に
な
っ
て
か
ら
の
昼
食
に
興
味
を
持

つ
。

給
食
と
お
弁
当
ど
ち
ら
が
好
き
な
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
徒
・
先
生
・
家
族
向
け
に

と
る
。
項
目
は
、

①
お
弁
当
と
給
食
ど
ち
ら
が
好
き
か

②
好
き
な
理
由
と
メ
リ
ッ
ト

③
選
ば
な
か
っ
た
ほ
う
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
に
つ
い
て
。（
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に

合
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
考
え
る
）

栄
養
教
諭
さ
ん
へ
「
給
食
で
工
夫
し
て
い

る
こ
と
」に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
で
お
弁
当
の
商
品
開
発
を
し
て

い
る
部
署
に
メ
ー
ル
で
開
発
の
思
い
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

お
弁
当
と
給
食
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
ま
と
め
表
に
す
る
。

栄
養
教
諭
の
「
給
食
で
の
工
夫
」、
商
品

開
発
者
の
「
コ
ン
ビ
ニ
商
品
開
発
の
思
い
」

を
優
先
度
ご
と
に
円
グ
ラ
フ
に
し
、
合
わ
せ

て
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
る
。
収
集
し
た
情
報
量

に
よ
っ
て
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
的
な
図
表
で

両
方
が
比
較
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
る
。

班
ご
と
に
整
理
分
析
し
た
内
容
を
、
模
造

紙
に
ま
と
め
る
。
発
表
後
は
、
デ
ー
タ
を
小

単
元
３
で
使
用
す
る
の
で
保
存
し
て
お
く
。

・
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
整
理

分
析
が
で
き
た
か
。

・
お
弁
当
と
給
食
の
良
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
知
り

自
分
が
好
き
な
の
は
ど
ち
ら
か
の
意
見
が

い
え
る
よ
う
に
な
る
。

・
新
た
に
生
ま
れ
た
疑
問
点
は
な
い
か
。

関
連
付
け
ら
れ
そ
う

な
教
科

社
会
（
地
域
を
知
る
）

数
学
（
グ
ラ
フ
）

技
術
（
パ
ソ
コ
ン
）

美
術
（
色
彩
、
レ
イ
ア
ウ
ト
）
国
語
（
要

点
を
ま
と
め
る
）

【
小
単
元
２
の
め
あ
て
】
小
単
元
１
で
整
理
し
た
内
容
を
も
と
に
、
給
食
、
お
弁
当
以
外
の
昼
食
に
つ
い
て
考
え
る
。

【
課
題
の
設
定
】

【
情
報
収
集
】

【
整
理
分
析
】

【
ま
と
め
・
表
現
】

【
振
り
返
り
】

小
単
元
２

１０
時
間

小
単
元
１
で
は
、
お
弁
当
と
給
食
に
つ
い

て
比
べ
た
が
、
高
校
生
の
お
昼
は
、
家
族
や

自
分
が
作
る
お
弁
当
以
外
に
、
学
食
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。（
予
想
さ
れ
る
選
択
肢
に
つ
い
て

話
し
合
う
）

高
校
生
（
卒
業
し
た
先
輩
）
に
、
昼
食
は

何
を
食
べ
て
い
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

情
報
収
集
を
行
う
。

そ
の
昼
食
を
選
ん
で
い
る
理
由
や
好
き
な

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
情
報
取
集
す
る
。

（
可
能
な
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
）

市
役
所
の
健
康
増
進
課
の
H
P
な
ど
で
地

域
の
健
康
問
題
を
調
べ
る
。（
可
能
な
ら
市

役
所
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
）

ア
ン
ケ
ー
ト
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
結
果
か

ら
お
弁
当
を
含
め
想
定
さ
れ
る
昼
食
を
４
項

目（
栄
養
、
価
格
、
時
間
、
好
み
）に
絞
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
点
数
を
つ
け
る
こ
と
と
自
分

た
ち
の
意
見
を
ま
と
め
る
。

情
報
収
取
し
た
好
き
な
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
ラ

ン
キ
ン
グ
を
作
る
。

市
役
所
の
健
康
増
進
課
で
そ
の
市
に
多
い

病
気
や
問
題
点
な
ど
を
ま
と
め
る
。

整
理
分
析
し
た
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
に
し

て
、
各
学
年
の
掲
示
板
に
貼
る
。
併
せ
て
意

見
箱
を
設
置
し
、
好
き
な
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
や

ラ
ン
キ
ン
グ
表
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
。

・
活
動
目
的
を
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
え
、
積

極
的
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
聞
き
取
り
調
査

が
で
き
た
か
。

・
地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
問
題
点
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

・
高
校
生
の
昼
食
は
今
後
自
分
た
ち
が
直
面

す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
切
実
に
実
感
で

き
た
か
。

関
連
付
け
ら
れ
そ
う

な
教
科

社
会
（
地
域
を
知
る
）

保
健
体
育
（
健
康
）

家
庭
（
献
立
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
）

美
術
（
ポ
ス
タ
ー
作
り
）

国
語
（
意
見
集

約
）

【
小
単
元
３
の
め
あ
て
】
自
分
た
ち
が
考
え
た
理
想
の
昼
食
に
つ
い
て
発
信
し
よ
う
。

【
課
題
の
設
定
】

【
情
報
収
集
】

【
整
理
分
析
】

【
ま
と
め
・
表
現
】

【
振
り
返
り
】

小
単
元
３

１０
時
間

自
分
た
ち
が
高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
昼
食

は
何
が
い
い
の
か
、
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
す
る

の
か
を
考
え
る
。

手
作
り
の
お
弁
当
、
そ
れ
以
外
で
お
す
す

め
メ
ニ
ュ
ー
は
何
か
、
高
校
生
ス
タ
ー
ト
時

に
困
ら
な
い
よ
う
に
具
体
案
を
考
え
み
ん
な

に
伝
え
よ
う
。

単
元
２
で
調
べ
た
健
康
で
い
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
知
る
た
め
に
、
栄
養

教
諭
さ
ん
、
市
の
栄
養
士
さ
ん
に
高
校
生
に

必
要
な
栄
養
素
等
や
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
も
ら

う
。 家
庭
の
人
が
考
え
る
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
お
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
や
お
弁
当
を
作
る

と
き
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
、
併
せ
て
「
我
が
家
の
お
す
す
め
お

弁
当
レ
シ
ピ
」
の
募
集
も
行
う
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表
を
作
成

す
る
。

地
域
の
大
学
の
食
物
栄
養
科
で
学
ん
で
い

る
学
生
さ
ん
に
相
談
し
な
が
ら
、
栄
養
素
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
見
た
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
ラ
ン

キ
ン
グ
表
を
作
成
す
る
。

上
記
の
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
、
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
表
と
昼
食
を
選
ぶ
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
る
。

お
す
す
め
の
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
シ
ピ
に

つ
い
て
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
紹
介
文

を
作
成
す
る
。

小
単
元
１
・
２
で
情
報
収
集
し
整
理
分
析

し
た
内
容
と
こ
の
単
元
で
情
報
収
集
し
整
理

分
析
し
た
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
に
作
成
す
る
。

ポ
ス
タ
ー
の
内
容
を
Ａ
４
で
ま
と
め
高
飯

通
信
を
作
成
し
、
出
来
上
が
っ
た
ポ
ス
タ
ー

と
通
信
を
使
い
保
護
者
会
で
発
表
後
、
廊
下

に
掲
示
す
る
。

高
飯
通
信
を
学
校
の
H
P、
市
の
H
P
に

載
せ
て
も
ら
う
。

・
手
作
り
の
お
弁
当
と
そ
れ
以
外
の
昼
食
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
か
ら
お

す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
シ
ピ
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
自
分
た
ち
が
高
校
生
に
な
っ

た
と
き
に
、
自
分
の
目
的
に
合
っ
た
昼
食

を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

・
作
成
し
た
通
信
は
広
く
活
用
し
て
も
ら
え

る
内
容
に
な
っ
て
い
た
か
。

・
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
お
礼
の
手
紙

と
と
も
に
通
信
を
渡
し
に
い
こ
う
。

関
連
付
け
ら
れ
そ
う

な
教
科

家
庭
（
献
立
作
成
）

国
語
（
紹
介
文
）

美
術
（
イ
ラ
ス
ト
）

美
術
（
ポ
ス
タ
ー
）

技
術
（
パ
ソ
コ
ン
）

〈表５〉高飯プロジェクト指導計画

中
学
校
第
３
学
年

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
高
飯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
指
導
計
画

単
元
名

高
校
生
に
向
け
て
の
昼
飯
「
高
飯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
考
え
よ
う

単
元
目
標

来
年
度
に
な
れ
ば
多
く
の
も
の
が
昼
食
を
各
自
で
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
学
校
給
食
の
振
り
返
り
と
今
後
の
昼
食
の
在
り
方
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
昼
食
の
具
体
案
を
情
報
発
信
し
よ
う

時
間

全
３０
時
間

食
の
視
点
：
心
身
の
健
康
・
食
を
選
択
す
る
力
・
感
謝
の
心
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きる課題設定・情報収集をしくみ、次への活動
へ繋げる整理分析・まとめをする、その過程は
指導者に指示を仰ぎながらも生徒同士で協力し
合って各々が達成感を味わえるようなプログラ
ムを作成しなければならないこと、また校内や
地域の人材の活用が不可欠であること、既習内
容をフルに活かす、さらにはこの活動が今後の
自分の力となるような成果内容を残すというこ
とを念頭において進めさせた。このことで総合
的な学習の時間の目標（１）（２）（３）を達成
するためにはどのような計画を立てればいいの
か「イメージ」として掴めたと思われる。かな
り難しい課題であったが、「総合的な学習の時
間の指導法」「学校栄養指導論」の理解促進が
図られたとともに、「主体的・対話的な深い学
び」とはどういうことか各自得るものがあり、
授業実践力に繋がったと考えられる。

６．まとめ

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説総
則編、中学校学習指導要領（平成２９年告示）解
説総則編の第１章１の（２）改訂の基本方針に
記載されている児童生徒の育成や授業を行うこ
とができる力を備えた栄養教諭を育成するため
に、教科と食に関する指導の特性を踏まえ、
「高飯プロジェクト」という単元名で総合的な
学習の時間の単元プラン作成を行った。総合的
な学習の時間の計画は学校全体で取り組むべき
ものであること、他教科との関連性、小中の連
携や地域との連携、児童生徒や地域の実態等々
実に複雑で難しいものである。しかしながらそ
の一部分でも体験をすることでこれまでの教職
課程の授業で扱ってきた内容がより理解できる
のではないかという考えで取り組んだ。学生は
ステップごとに真摯な姿で計画作成等を行いそ
の過程で「主体的・対話的な深い学び」「教科
横断的な指導」とは具体的にどういうものかを
学んでいった。また内容も栄養士資格取得のた
めの学習内容が大いに活かせることなどが加味
されて意欲的に取り組めたと考えられる。
完成させた２案についても完成度が低く内容

も乏しいと批判を受けることもあろうし、実際
詳細な単元計画や指導案等の作成に進んだら、
このままでは使えず修正点が沢山でてくる可能
性も十分にある。だがこの取組で得た学びは、
中学校家庭科教諭や栄養教諭を目指す者にとっ
ては、現場で諸先輩方から受ける指導の理解促
進や、授業の実践に戸惑う場面に遭遇した際の
助けになるのではないだろうか。さらに２年次
後期科目にある栄養教育実践演習の時間の充実
に繋がるであろう。

７．今後の課題

アセスメントシートによる自己評価の結果は
概ね良好であったが、あくまで自己評価なので
実際にどこまでの力が付いたかどうかは、さら
なる活動を仕組んでいくか、実際の現場で検証
をしなければ分からない。またどの項目も評価
が上がらなかった者と、１つの項目以外は上が
らなかった者が全体の２０％いたことから指導の
工夫をしなければ学生の理解は深まらないと痛
感した。
栄養教諭が行う食に関する指導の場面は総合

的な学習の時間のみならず様々な教科等や集
会、行事と多岐に渡る。その他にも学校や地域
等における食に関する指導のコーディネーター
役であるということも忘れてはならない。そう
いった観点から考えると、「全体計画作成」の
手順から関われるような力を付けていかなけれ
ばならないが、学内だけでは限界がある。さら
にこれからの教員に求められているカリキュラ
ムマネジメント力、ICTを活用した指導につ
いても学んでいく必要がある。ICT活用に関
しては、家庭科教諭及び栄養教諭の教育実習が
終了している学生は実習をする中で学校に浸透
してきていると感じた者も多くいた。加えて
SDGs の観点からも考える必要があるのではな
いかといった意見も学生から上がり、今後さら
なる資質の向上に努めていかなければならな
い。
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、人との交流が制限されている中で可能なこ
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と不可能なことを整理しながら学校現場との交
流も考えていきたいと思う。

８．謝辞

「総合的な学習の時間の指導法」において教
職課程を履修している学生にご指導くださった
尾濱邦子先生に感謝いたします。
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要 Vol．２１ No１ ２０２０ P６～７

１０）文部科学省：中学校学習指導要領（平成２９年告示）
解説 総合的な学習の時間編 東山書房

１１）大分県教育委員会：【中学校】総合的な学習の時間
の全体計画例（令和２年１１月２６日公開）
https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/post―
１２４．html

１２）大分県教育委員会：小学校単元プラン例（高学年）
（令和元年９月１９日更新）
https://www.pref.oita. jp/uploaded/attachment/
２０６１５４２．pdf


